
 
 

平成 28年 10月 14日 

内閣府（防災担当） 

 

平成28年度「津波防災の日」啓発イベント 

東日本大震災の教訓を未来へ 

～いのちを守る防災教育の挑戦～ 
 
津波防災に関する意識向上や、適切な避難行動の定着を図るため、11月５日津波防災の日

にあわせて、以下のとおり、啓発イベントを実施いたします。 

 

１．日 時：  平成28年11月５日（土）10:00～12:30 

（津波防災の日、世界津波の日） 

 

２．場 所： ＜東京会場＞ イイノホール＆カンファレンスセンター Room A 

千代田区内幸町２－１－１飯野ビルディング４Ｆ 

         ＜高知会場＞ 高知県黒潮町立佐賀中学校 （２元中継） 

 

３．内 容： 東日本大震災で小中学生が主体的な避難行動を実践した釜石市と、南海トラ

フ地震の被害想定地域である高知県黒潮町の中学生による取組発表・交流、 

       有識者の基調講演など。詳細別紙参照ください。 

 

４．登壇者： 松本 洋平 内閣府副大臣（予定） 

       今村 文彦 東北大学 災害科学国際研究所所長・教授 

       片田 敏孝 群馬大学大学院 広域首都圏防災研究センター長・教授 

       中江 有里 女優・作家 

       岩手県釜石市立釜石中学校生徒 

       高知県黒潮町立大方中学校／佐賀中学校生徒 

       津波防災ひろめ隊メンバー（ふなっしー、くまモン、ちっちゃいおっさん、 

しんじょう君、きいちゃん）                   等 

 
５．取材について 

・ 取材を希望される方は、１１月２日（水）１８時までに、別紙返信用紙にて、社名・氏

名・連絡先・スチール／ムービーの別を事前に御連絡ください。 

・ 当日は、会場に受付を設けますので、9：50までにお越しください。 

・ 会場の都合上、取材スペースに限りがございます。あらかじめ御了承ください。 

・ なお、取材当日は報道機関の腕章の着用をお願いいたします。 

 

 

 

 

本件問合せ先： 

内閣府政策統括官(防災担当)付参事官(普及啓発・連携担当)付 

本多・坂本・井場   TEL：03-3502-6984 FAX:03-3581-7510 



内閣府（防災） 普及啓発・連携担当：本多 坂本 井場 行 

返信用紙 
FAX 返信先 ： 03-3581-7510  

 

 

 

 

 

 

※ 恐れ入りますが、下記にご記入の上、１１月２日（水）１８時までにご返信下さい。 

 

貴 社 名  

貴メディア名  

ご 芳 名 
（計   名） 

撮 影 機 材 
□スチール     台     □ムービー     台    □無し 

T E L 
 

F A X 
 

携 帯 電 話 
※当日ご連絡のつくご連絡先をご記入お願いいたします。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

11 月 5 日「津波防災の日」啓発イベント 
東日本大震災の教訓を未来へ 

～いのちを守る防災教育の挑戦～ 
日 時： 11 月 5 日（土）  10:00～12:30 

会 場： イイノホール＆カンファレンスセンター Ｒｏｏｍ Ａ 

（東京都千代田区内幸町２－１－１飯野ビルディング４Ｆ） 



東日本大震災の
教訓を未来へ 
ーいのちを守る防災教育の挑戦ー

平成28年度『津波防災の日』啓発イベント

主催：内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議／協力：内閣官房 国土強靱化推進室・文部科学省

03-3404-2277／tsunamibousai@nifty.com

インターネット放送局AbemaTVで無料ライブ配信決定！ ご自宅のＰＣやスマートフォンで是非ご視聴ください。
tsunamibousai.jp ［詳しくはこちらへ］ 津波防災ひろめ隊［問い合わせ先：『津波防災の日』啓発イベント運営事務局］

観覧のお申込みは裏面をご参照ください。

2016年11月5日（土） 10:00～12:30（開場 9：30）

② 交流セッション
東日本大震災において、日頃のいのちを守る防災教育が功を奏し、
小中学生が主体的な避難行動を実践した岩手県釜石市。震災を経験
した釜石市の中学生が、当時の振り返りや現在の取組、そして教訓を
伝えます。また、南海トラフ地震による被災が危惧される高知県黒潮
町と中継を結び、黒潮町の中学生が町を挙げての津波対策や防災教
育の取組を紹介するとともに、両地域の生徒の交流を図ります。

① オープニング／主催者挨拶

第１部

① 基調講演
地震・津波の発生メカニズム、東日本大震災の振り返り、巨大災害
への備え、防災教育の重要性などを、今村文彦 東北大学教授が
わかりやすく解説します。

② トークセッション
スペシャルゲストを迎え、釜石市の地域防災の実践者、東日本
大震災の被災経験を経て故郷で防災教育に携わることを目指す
女子大生、そして防災の専門家が過去の教訓から、家庭や地域で
今後発生する災害にどのように向き合うべきか、防災教育を中心
に意見を交わします。

第2部

会場

日時

イイノホール&カンファレンスセンター Room A 東京都千代田区内幸町2－1－1（飯野ビルディング４F）

【出演】
釜石市立釜石中学校、黒潮町立大方中学校／佐賀中学校生徒
片田 敏孝［群馬大学大学院広域首都圏防災研究センター長・教授］
津波防災ひろめ隊（ふなっしー、ちっちゃいおっさん、くまモン、しんじょう君、きいちゃん）

片田 敏孝氏 今村 文彦氏
ふなっしー［Ⓒふなっしー］／ちっちゃいおっさん［ⒸUPRIGHT］／くまモン［Ⓒ2010 熊本県くまモン］／
しんじょう君［Ⓒ須崎市2013♯337］／きいちゃん［和歌山県］

【出演】
今村 文彦
［東北大学 災害科学国際研究所所長・教授］
末永 正志
［元釜石市消防防災課長・津波防災伝道師］
小笠原 舞
［群馬大学２年生（東日本大震災時、釜石東中に在学）］
中江 有里
［女優・作家］

中江 有里氏

10：10～11：05

10：00～10：10
松本 洋平 内閣府副大臣（予定）

11：20～11：35

11：35～12：30



※ご登録いただいた情報は他の目的には利用いたしません。 ※定員に達し次第、締め切らせていただきます。

http://tsunamibousai.jp/

観覧のお申込みについて

会場案内

●東京メトロ 日比谷線・千代田線 「霞ケ関」駅 C4出口直結

1 上記サイトにアクセス。

2 「観覧応募はこちら」をクリック。

3 申込み画面に代表者氏名、ご連絡先、参加人数をご入力ください。

4 ご参加いただける場合、確認メールを送付いたします。 

入場
無料 先着順

●東京メトロ 丸ノ内線 「霞ケ関」駅 B2出口 徒歩5分
●東京メトロ 銀座線 「虎ノ門」駅 9番出口 徒歩3分

日比谷野外
大音楽堂

日比谷
図書館

日比谷
公会堂

日比谷公園

農林水産省

経済産業省
経済産業省
別館

資源
エネルギー庁日本郵政ビル 〒

厚生労働省

日
比
谷
線
霞
ケ
関
駅

丸ノ内線霞ケ関駅

千代田線霞ケ関駅

愛
宕
通
り

桜
田
通
り

日
比
谷
通
り

三
田
線
内
幸
町
駅

国会通り

日比谷
中日ビル

日比谷国際ビル

日本プレス
センタービル 富国生命ビル

イイノホール＆
カンファレンスセンター

環境省

日土地ビル 大同生命ビル

イイノホール&カンファレンスセンター Room A 東京都千代田区内幸町2－1－1（飯野ビルディング４F）



平成28年度『津波防災の日』啓発イベント
東日本大震災の教訓を未来へ
～いのちを守る防災教育の挑戦～

平成28年10月



- 1 -

実施概要

■ 日 時： 平成28年11月５日（津波防災の日、世界津波の日）
■ 場 所： ＜東京会場＞ イイノホール＆カンファレンスセンター ROOM A

＜高知会場＞ 高知県黒潮町立佐賀中学校 （２元中継）
■ 対 象： 小中学校児童生徒及びその親、教育関係者、防災関係者 等
■ 目 的： ①東日本大震災において、小中学生による主体的な避難行動を可能にし

た釜石市の実践的な防災教育の取組を取り上げ、東日本大震災の教訓
を伝える。

②南海トラフ地震で甚大な被災が想定される、高知県黒潮町の町をあげ
ての取組を取り上げ、南海トラフ地震対策の重要性を伝える。

③「津波てんでんこ」に代表される津波防災の考え方や適切な避難行動、
また、津波に限らず、防災教育の在り方や、家庭・地域における取組
の大切さ等を伝える。

■ 配 信： インターネット放送局AbemaTVで無料配信！PCやスマホで視聴可能！
■ 主 催： 内閣府・防災推進協議会・防災推進国民会議
■ 協 力： 内閣官房 国土強靱化推進室 文部科学省
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10:00～ 「津波防災ひろめ隊」によるオープニング

10:05～ 開会挨拶 松本 洋平 内閣府副大臣（予定）

10:10～ 【第１部】交流セッション

11:05～ 休憩

11:20～ 【第２部】①基調講演（今村 文彦 東北大学教授）

11:35～ 【第２部】②トークセッション

12:30 閉会

当日のスケジュール（予定）
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東日本大震災において、日頃のいのちを守る防災教育が功を奏し、小中高生が
主体的な避難行動を実践した岩手県釜石市。当時震災を経験した釜石市の中学
生が当時の振り返りや、現在の取組、そして教訓を伝えます。

南海トラフ地震による被災が危惧される高知県黒潮町と中継を結び、黒潮町の
中学生が町を挙げての津波対策や防災教育の取組を紹介するとともに、両地域
の生徒の交流を図ります。

 登壇者：
＜東京会場＞

• 岩手県釜石市立釜石中学校 生徒
• 末永 正志 元釜石市消防防災課長（東日本大震災発生前に、釜石市の防災教育に尽力）

• 小笠原 舞 群馬大学２年生（東日本大震災当時、釜石東中に在学、片田教授を師事し、群馬大学へ進学）

• 津波防災ひろめ隊･･･ふなっしー（船橋市）、くまモン（熊本県）、
きいちゃん（和歌山県）、ちっちゃいおっさん（尼崎市）

＜高知会場＞
• 高知県黒潮町立大方中学校／佐賀中学校 生徒
• 片田 敏孝 群馬大学大学院 広域首都圏防災研究センター長・教授
• 津波防災ひろめ隊･･･しんじょう君（高知県須崎市）

【第1部】交流セッション（東京会場・高知会場）
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【第1部】交流セッション（東京会場・高知会場）
高知会場東京会場

紹介VTR上映

２元中継

生徒による発表

 東日本大震災の被災状況
 小学生だった当時、実践した津波
避難３原則に基づく避難行動

 主体的な避難行動を可能にした実
践的な防災教育、訓練などの取組

 決意表明

 黒潮町を取り巻く現状
～南海トラフ地震の被害想定～

 町全体として、取り組んでいる
様々な地震津波対策

 現在中学校で行われている防災教
育、訓練などの取組

 決意表明

知見の伝承
情報共有
意見交換
エール交換

釜石市立釜石中学校 黒潮町立大方・佐賀中学校

片田教授による解説・講評

生徒と津波防災ひろめ隊の交流

当時の釜石関係者によるコメント
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１．基調講演
地震・津波の発生メカニズム、東日本大震災の振り返り、巨大災害への備え、防
災教育の重要性などを、今村 文彦 東北大学教授がわかりやすく解説します。

２．トークセッション
ゲストに中江有里さん（女優・作家）を迎え、釜石市の地域防災の実践者、東日
本大震災の被災経験を経て、故郷で防災教育に携わることを目指す女子大生、そ
して防災の専門家が、過去の教訓から、家庭や地域で、今後発生する災害にどの
ように向き合うべきか、防災教育を中心に意見を交わします。
登壇者： 今村 文彦 東北大学 災害科学国際研究所所長・教授

中江 有里 女優・作家
末永 正志 元釜石市消防防災課長・津波防災伝道師
小笠原 舞 群馬大学２年生（東日本大震災時、釜石東中に在学）

【第２部】基調講演＆トーク・セッション（東京会場）
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昨年度に引き続き、ふなっしー、くまモンなどのご当地キャラクター達が、津波
防災意識の向上、適切な避難行動の定着に向けて、普及啓発活動に取り組みます。

（参考）「津波防災ひろめ隊」による普及啓発活動

■啓発ポスター
全国の企業、自治体等（約160団体）にご
協力いただき、各地で啓発ポスターを掲出

■ＰＯＳレジディスプレイでの表示
全国のコンビニ、スーパー等のＰＯＳレジ
ディスプレイにて、「津波防災ひろめ隊」
のビジュアルを表示

■津波防災ひろめ隊サイト
津波防災の情報を集約した特設ホームペー
ジによる情報発信
http://tsunamibousai.jp/

■啓発動画
ホームページ、YouTubeでの公開とともに
映画館、商業施設モニター等での上映

平成28年度ポスターデザイン

http://tsunamibousai.jp/
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世界各地で津波に対する防災意識の向上を図るため、昨年12月、国連総会にお
いて、日本政府主導のもと、 142か国の共同提案により、全会一致で、11月5
日が「世界津波の日」として制定されました。

日本国内においても、「津波防災の日」とあわせて「世界津波の日」の普及に
取り組んでまいります。

（参考）「世界津波の日」制定について
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シェイクアウト訓練

訓練開始合図（防災行政無線等）で、
自らの身を守る安全確保行動を１分か
ら数分間実施

防災行政無線による情報伝達訓練等
を活用し、最寄りの避難場所等へ避難

津波避難訓練

その他

情報伝達訓練、物資配給訓練、炊き
出し訓練等（※地域により異なる）

訓練内容

北海道エリア

北海道羽幌町

●

●

東北エリア

１１月４日（金）

秋田県にかほ市

●

関東エリア

１１月５日（土）

神奈川県茅ケ崎市

●

北陸エリア

新潟県佐渡市

●

東海エリア

１１月５日（土）

三重県松阪市

近畿エリア

１１月５日（土）

和歌山県広川町

四国エリア

１１月５日（土）

徳島県松茂町

●

中国エリア

１１月５日（土）

高知県黒潮町

●

●

九州・沖縄エリア

１１月２日（水）

福岡県芦屋町

広島県坂町

●

●

１０月３０日（日）

１１月６日（日）

１１月５日（土）

（参考）内閣府が自治体と共催する津波防災訓練
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